
 

  

本年度第一回目の海の環境を学ぶ会でした。 

            参加者５５人。毎年 

参加している子もい 

て、たくさんの生き 

物が見つかりまし 

た。驚いたのは、大

きなアメフラシが大量に見つかったことです。

中には、１CM もないような小さな魚や虫のよう

なものも見つけてくれました。小さすぎて同定

できないものばかりですが、こうした小さな命

も生きていける磯です。汽水域となっていて多

種の生き物が生きる貴重な磯です。 

 

 

  

前日、当日のキャンセルもあり１０組３５人の

参加。名古屋方面から２時間～２時間半かけて

参加してくれます。リピーターも多い人気の講

座。初めての参加者には、イソギンチャクに触

ってもらいます。その感触に、「キャー」と歓声 

が上がります。波打ち際の動石の下のカニを見 

つけて「わぁ、いたぁ」 

と歓声。アマクサアメ 

フラシも見つかり、２ 

時間たっぷり楽しんで 

くれたようです。 

 前日の激しい雨も上がり、緩やかな風が

吹く中での活動となりました。浜には、大

きなタイヤなどはなくペットボトルをはじめ、

バケツが割れた欠片など様々なプラスチ

ック片が目につきました。 

その中には、「名鉄パレ」の買い物かご、「一色コトミ三河」と書かれた

コンテナがありました。「名鉄パレ」はこの近くではどこにあるのでしょうか？バラバ

ラになりそうな畳もありました。また、青い注射器もありました。青い注射器は珍しい

です。医療ゴミですから、普通に考えればありえないゴミです。 

活動中、見つかったのはゴミだけでなく、スナメリの体の骨、ウミガメの

あご（？）の骨、ウミゾウメン（アメフラシのタマゴ）などこの海に生き

る生き物の姿もありました。この海は、命豊かな海です。海に生きる生き

物のためにも海ゴミは無くさなければなりません。ゴミは、人が作り出す

ものです。ＳＤＧｓ１２の目標に「つくる責任・つかう責任」があります。

つくる側は今自然に還る素材でプラスチックをつくろうとしていますが、

つかう側は責任をもって正しく処理をすることで、多くの海ゴミはなくな

るでしょう。 

 トヨタ紡織のチームからの参加者には黒人の選手もいました。彼らを含

めて紡織のメンバーもＧＡＩＡのメンバーも一生懸命拾ってくれました。 

 毎回、いろいろなところから参加者来てくれます。今回も、日進市、多

治見市、名古屋市、豊川市、豊橋市、と名簿にありました。第一学院高校

の生徒二人、グリーン海事さん、パチンコオータさんなど毎月来てくれて

いる人もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀の子隊ＵＲＬ：http://www.kamenoko.org 
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通算３２７回目の 

西の浜クリーンアップ 

２０２３年５月２１日 

 参加者数  ７８名 

ゴミの総重量 ２１０Kg 

キャップの数  ７６２個 

６月の活動は、３回あります。みんなできれいな海を守りましょう。 


